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御堂筋橋

豊中高架橋

蛍ヶ池高架橋

石橋跨線橋

宮の前高架橋

箕面川橋

発注者:NEXCO西日本 関西支社

※表紙写真は2020年6月に実施された
　御堂筋橋（上り線）の施工状況です。

西日本高速道路株式会社  関西支社

施工者:JFE・MMB・川田・宮地・ピーエス三菱 特定建設工事共同企業体

J F E・MMB・川田・宮地・ピーエス三菱 特定建設工事共同企業体
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〒563-0034 大阪府 池田市 空港二丁目 179番 7
 TEL: 050-6875-5056   FAX: 050-6875-5057

道 路 名

工 事 箇 所

工 事 期 間

橋梁更新工対象橋梁

概 算 鋼 重

切削オーバーレイ工

：高速自動車道 中国自動車道

  自）大阪府吹田市青葉丘北（KP  0.000）

  至）大阪府池田市神田　　（KP 11.900）

：令和2年8月26日 ～ 令和6年6月25日

：計6橋（52連）

：約17,000 t

：約68,000 m2

11

66

皿型高力ボルト皿型22

鋼床版用新型舗装

プレキャストPC床版にMuSSL工法を適用

新型舗装

44 MuSSL工法

ジャッキアップ架設工法55 ジャッキアップ架設

鋼床版へのプレキャスト壁高欄の適用プレキャスト壁高欄33

本工事では、100年先の安全・安心のために様々な技術を取り入れています。
そのうちの６つの新技術をご紹介致します。

急速施工のために鋼床版を採用した橋梁では、「取替用高性能鋼床版パネル（※）」の
基本構造を国内の道路橋で初採用して、疲労耐久性を確保しています。

鋼床版の添接部に皿型高力ボルトを採用しました。添接板の
ボルト孔を皿型に加工して締め付けます。

本工事はフル・ファンクション・ぺーブ（FFP: 多機能型排水性舗装）を採用しています。
表面付近は排水性機能、下層部は防水性機能を持つ縦溝粗面型ハイブリッド舗装です。

  メカニズムを改良したフィニッシャを用
いた施工によって、路面のキメ深さを確保
できる縦溝粗面に仕上がります。この縦溝
粗面と表面付近の空隙に凍結防止剤が留
まることで、塩分残存率の高い粗面系の
凍結抑制舗装となります。
  本工事では、鋼床版上の凍結抑制を期
待して FFPを採用しています。

  独自の高性能改質アスファルト
を使用することで、耐流動性と骨材
の飛散抵抗性に優れ、これまでの
排水性舗装の弱点を大幅に改善
したオールシーズンで安全・安心
な道路を提供し、事故対策舗装と
して期待されています。

プレキャストコンクリート製剛性防護柵（製品名：ＰＧＦ）
を国内で初めて鋼床版に適用しました。

デッキプレートは16mm厚

連結板ざぐり部の現場加工

鋼床版との定着構造

性能確認

鋼床版上面の状況
（ボルト締付後）
鋼床版上面の状況
（ボルト締付後）
鋼床版上面の状況
（ボルト締付後）
鋼床版上面の状況
（ボルト締付後）

プレキャスト壁高欄の適用事例プレキャスト壁高欄の適用事例プレキャスト壁高欄の適用事例プレキャスト壁高欄の適用事例

高力六角ボルトと皿型高力ボルトの比較

 従来の 12mm 厚のデッキプレートに対して、輪荷重に抵抗する板曲げ
剛性が 2 倍以上に向上し、局部変形による応力集中が低減されます。

縦リブは
開断面リブ（平リブ）
 溶接部に応力集
中が生じにくい
両面すみ肉溶接で
デッキプレートに
取付けることがで
きます。

  NEXCO 試験法 441-2019 に基づき、自動車
荷重に相当する衝突荷重をプレキャスト壁高
欄に与えて、耐荷力の確認および挙動観察を行
いました。
  設計荷重相当の衝突荷重に対して、十分な耐
荷力があり、コンクリートおよび定着部の損傷
がないことを確認しています。

高力六角ボルトのヘッド部 ：14mm
皿型高力ボルト　　　　    ：   2mm以下

（※）東京都市大学 三木千壽学長を中心とする「取替用高性能鋼床版パネル開発研究会」にて開発（当JVの鋼橋メーカー4社は全社会員）

縦リブと横リブ（または横桁）の交差部は

スリット全周溶接構造

  従来、現地では添接板のボルト孔を
皿型高力ボルトが入るように加工す
ることは出来ませんでした。
  本工事においてドリフトピン用のパ
イロットホールを現地で皿型加工す
るため専用の皿もみ加工用カッター
技術を開発しました。

 上面が平坦になり
塗膜厚を確保でき
るため、防食性能が
向上します。

壁高欄内部の定着部

衝突試験装置衝突試験装置

鋼床版下面の定着部鋼床版下面の定着部

プレキャストPC床版プレキャストPC床版

プレキャストPC床版プレキャストPC床版

継手部継手部

プレキャスト壁高欄プレキャスト壁高欄

高力六角ボルト高力六角ボルト

皿型高力ボルト皿型高力ボルト

横リブ（または横桁）腹板横リブ（または横桁）腹板

デッキデッキ

添接板添接板

横リブ横リブ横リブ横リブ

デッキデッキ デッキデッキ

縦
リ
ブ

縦
リ
ブ

縦
リ
ブ

縦
リ
ブ

デッキプレ
ート

デッキプレ
ート

縦リブ
縦リブ

主
桁
腹
板

主
桁
腹
板

開通当時の中国道
（万博記念公園付近）

現在の中国道
（千里中央付近）

円形ナット：FCD450-10
エポキシ樹脂塗装：高付着型

D16

D19

 床版取替工事では、鉄筋コンクリート床版を耐久性に優れるプレキャストPC床版
に交換します。床版相互の接合には一般にループ継手が用いられますが、間詰部型
枠が不要なあご付きループ継手では適用できる床版厚に制限があるため、取替前
より死荷重が増加することが課題となります。

ジャッキアップ架設工法は国内初の新工法です。本工事での適用にあたり、
設備の安全性、施工の確実性などを実物大試験により確認しています。

  ＭｕＳＳＬ工法は、強制定着機構を設置し
た鉄筋を用いる新しい継手構造で、あご付き
ループ継手の適用が困難な薄い床版厚にも
適用可能です。また、あご付き形状版とするこ
とにより場所打ち部の底型枠が不要となる他、
あご部先端までプレストレスが導入されるた
め場所打ち部の耐久性に優れます。

従来工法：ループ継手（あご付き）従来工法：ループ継手（あご付き） ＭｕＳＳＬ 工法ＭｕＳＳＬ 工法

【舗装断面】

水が溜まらない

水が染み込まない

舗装上部：粗面効果の排水層

舗装下部：SMA と同等の防水層

強靭な
バインダーを使用

音が静か スリップ
しにくい

骨材が
飛散しない

眩しくない
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GFRP補強

・場所打部型枠の省略
・耐久性の高い接合部

  ・薄い床版厚
  ・曲げ耐力を確保

FFP 表層（FFP）: 40ｍｍ

基層（FB5）: 40ｍｍ

４号珪砂

防水工
（スーパーフレッシュコート）
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縦
溝

縦
溝

縦
溝

鋼床版

長寿命 凍上抑制基　層基　層

表　層表　層

中国自動車道（特定更新等）
吹田J C T～中国池田 I C間

橋梁更新工事

実物大試験 （JFEエンジニアリング 津製作所内）新設橋梁を最終位置の真下からジャッキアップして架設する工法です。

無収縮モルタル

止水プレート

支圧板

アンカーボルト ゆるみ止めナット

鋼床版（デッキプレート）

プレキャスト壁高欄

ゴムバネ

中国自動車道などの高速道路では、モータリゼーションの発展に伴い大型車交通が増加す
るとともに、規制緩和により車両の総重量が増加する傾向にあります。また、冬のスリッ
プ事故を防止する目的で路面に散布する凍結防止剤（塩化ナトリウム）による塩害も発生
するなど、高速道路は過酷な環境に置かれ、ひそかに悲鳴を上げています。

供用中道路の
経過年数比率

令和2年4月1日現在
関西支社管内の
営業中道路：926.7km

約5割
40年以上

34％

30年以上
18％

20年以上

24％

10年以上

17％

10年未満

7％

すみ肉溶接前 すみ肉溶接後

デッキプレート上面の段差を最小限にして
舗装への負担を大幅に軽減できます。

  定着構造はデッキプレートを補
強する支圧板を設置し、ナットの
ゆるみ対策としてゆるみ止めナッ
トを採用しました。

塗  膜塗  膜塗  膜塗  膜

一般部
ボルトの隅角部ジャッキアップ設備ジャッキアップ設備

ジャッキアップジャッキアップ

新設橋梁新設橋梁

既設橋脚既設橋脚

  スリット全周溶接部の応力集中が高くなる主桁近
傍では、縦リブの板厚と高さを約 20％増して剛性を
高めることで、応力集中の原因となる変形を抑えて
います。

  交差部の溶接
部に高い応力集
中が発生する原
因となるスカラッ
プ（断面欠損）の
ない、スリット構
造を採用してい
ます。

中国池田ＩＣ 吹田JCT

阪急宝塚線阪急宝塚線

新御堂筋新御堂筋

中国自動
車道

中国自動
車道

箕面川橋
L= 45m

宮の前高架橋
L= 1 , 222m

石橋跨線橋
L= 26m

蛍ヶ池高架橋
L= 353m

豊中高架橋
L= 999m

新千里橋
L= 22m

御堂筋橋
L= 49m

津雲台橋
L= 14m

山田高架橋
L= 124m

L= 624m

神田高架橋
L= 369m

凡例

桁の取替えが主体 舗装の打換えが主体

終日上下線通行止め規制区間  10.8 km

2.6 km 7.0 km 1.2 km

吹田JCT橋

【 】

中国豊中ＩＣ 中国吹田ＩＣ

名
神
高
速
道
路

名
神
高
速
道
路

大阪市役所大阪市役所大阪市役所大阪市役所

大阪府庁大阪府庁大阪府庁大阪府庁

吹田JCT吹田JCT吹田JCT吹田JCT中国池田IC中国池田IC中国池田IC中国池田IC

神戸JCT神戸JCT神戸JCT神戸JCT

大阪国際空港大阪国際空港大阪国際空港大阪国際空港

川西川西山陽自動車道山陽自動車道

山陽新幹線山陽新幹線

中国自動車道
中国自動車道

伊丹伊丹宝塚宝塚

池田池田 箕面箕面

豊中豊中
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Ｎ



A2

A1

大阪中
央環状

線（下
り線）

大阪中
央環状

線（下
り線）

大阪中央
環状線（

上り線）

大阪中央
環状線（

上り線）

中国自
動車道

中国自
動車道

（下り
線）

（下り
線）

（上り
線）

（上り
線）
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既設橋梁の床版を撤去、搬出

1

2

3

既設橋梁の桁を撤去、搬出 新設橋梁の桁・床版の架設

御堂筋橋（上り線）の施工の流れ（20 2 0 年 6 月）御堂筋橋（上り線）の施工の流れ（20 2 0 年 6 月）

1

2
既設橋梁の床版を撤去、搬出

4

5
新設橋梁（P20～P22橋脚上）を架設

6

7
新設橋梁（P20～P22間）を架設

新設橋梁（P22～P23間）を一括架設既設橋梁の桁（P22～P24橋脚間）を撤去

3

既設橋梁の桁（P20～P22橋脚間）を撤去、搬出

2

1

既設橋梁の横取り

既設橋梁の吊り上げ

3

既設橋梁の縦取り及び搬出

4

6
新設橋梁の搬入

新設橋梁の地組立て

2

1
6

8

73

4

5

新設橋梁の横取り及び一次ジャッキアップ新設橋梁の横取り及び降下、据付け

5

新設橋梁の縦取り

新設橋梁（P23～P24橋脚間）を一括架設

既設橋梁の舗装及び壁高欄を撤去、搬出

新設橋梁の二次ジャッキアップ

新設橋梁（P5～P8橋脚上など）を架設

新設橋梁の二次ジャッキアップ

既設橋梁の床版を撤去、搬出

既設橋梁の桁を撤去、搬出

架設工法一覧図架設工法一覧図
凡
　
例

空中写真：国土地理院 提供

：クレーン工法

：ジャッキアップ工法

：横取り+縦取り工法

クレーン工法クレーン工法クレーン工法クレーン工法 ジャッキアップ工法ジャッキアップ工法

令和元年(2019年) 令和2年(2020年) 令和3年(2021年) 令和4年(2022年) 令和5年(2023年) 令和6年(2024年)
調 査 業 務

設計・製作

施工計画

ヤード整備工

橋梁更新工事

土木工事

計
画

現
地
工
事

項　目

集中工事による通行止
（令和3年度:3回,  令和4年度:3回,  計6回）

集中工事による通行止
（令和3年度:3回,  令和4年度:3回,  計6回）

5月中旬    10月上旬 1月中旬 5月中旬    10月上旬 1月中旬 5月中旬   10月上旬 1月中旬 5月中旬   10月上旬 1月中旬 中国自動車道（特定更新等）
吹田JC T～中国池田I C間

橋梁更新工事

工事工程表工事工程表

P22
P23

P23

P23

P24

P24

P24

P48

P49

P1

P2

P5
P5

P6
P6P7

P7
P8

P8

P21

P21

P21

P22

P22

P22

P22

P20

P20

中国自
動車道

中国自
動車道

府道10号線府道10号線

府道10号線
府道10号線

（下り
線）

（下り
線）

（上り
線）

（上り
線）

中国自動車道

中国自動車道

（下り線）

（下り線）

（上り線）

（上り線）

中国自
動車道

中国自
動車道

大阪中央
環状線

　　（上
り線）大阪中央
環状線

　　（上
り線）

大阪中
央環状

線

　　（
下り線

）大阪中
央環状

線

　　（
下り線

）

大阪中央
環状線

　　（下り
線）大阪中央
環状線

　　（下り
線）

阪急宝塚本線

阪急宝塚本線

（下り
線）

（下り
線）

中国自動車道中国自動車道

大阪中央環状線（下り線）
大阪中央環状線（下り線）

（上り
線）

（上り
線）

中国自
動車道

中国自
動車道

大阪中
央環状

線

　　（上
り線）大阪中
央環状

線

　　（上
り線）

大阪中
央環状

線

　　（
下り線

）
大阪中

央環状
線

　　（
下り線

）

阪急宝塚本線

阪急宝塚本線

（下り
線）

（下り
線）

（上り
線）

（上り
線）

中国自動車
道

中国自動車
道

大阪モノレール大阪モノレール

（下り線）（下り線）

（上り線）（上り線）

クレーンなどで既設橋梁の撤去と新設橋梁の架設をする工法です。
使用するクレーンの種類や、ベント（撤去や架設のために一時的に橋を
支持する仮設材）を用いることで、トラッククレーンベント工法（④, ⑥）
や、クローラークレーン一括架設工法（⑤, ⑦）となります。

横取り + 縦取り工法横取り + 縦取り工法横取り + 縦取り工法横取り + 縦取り工法   橋梁のブロックを道路に対して平行に移動させる事を『横取り工法』、道路
の進行方向に移動させる事を『縦取り工法』といいます。本工事では、橋梁を
大ブロックで吊り上げ、横取り工法と縦取り工法を一括で行います。
  また、交差する阪急電車の安全性を確保するため、設備等は中国自動車道
の通行止め開始後に設置します。

  新設橋梁を架け替えする既設橋梁の真下からジャッキアップして架設する工法です。この工法により中国自動車道
通行止め後の作業が少なくなり、通行止めの日数を短縮する事ができます。
  ジャッキアップは二回に分けて行います。まず、現在供用中の既設橋梁の下で新設橋梁を組立て、既設橋梁の真下まで
ジャッキアップして待機します（一次ジャッキアップ）。中国自動車道の通行止め開始後に既設橋梁を撤去し、新設橋梁を
さらにジャッキアップして最終位置に架設します（二次ジャッキアップ）。残りの箇所は橋梁上のクレーンで架設します。

吊り上げ設備吊り上げ設備 横取り設備横取り設備

縦取り設備縦取り設備
新設橋梁新設橋梁

横取り設備横取り設備

ジャッキアップ設備ジャッキアップ設備

ジャッキアップ設備ジャッキアップ設備

1000 t 吊 クローラークレーン1000 t 吊 クローラークレーン

既設橋梁の外桁既設橋梁の外桁

（下り線橋梁上に仮置きし、
  新設橋梁架設後に搬出）
（下り線橋梁上に仮置きし、
  新設橋梁架設後に搬出）

（橋梁隣接ヤードに
  仮置きし、 新設橋
  梁架設後に搬出）

（橋梁隣接ヤードに
  仮置きし、 新設橋
  梁架設後に搬出）

既設橋梁の内桁既設橋梁の内桁

新設橋梁新設橋梁

トラッククレーントラッククレーン

ベント設備ベント設備

十
三
中
千
里
川
線

十
三
中
千
里
川
線

( 宮の前高架橋 P20～ P24 の例 ) ( 豊中高架橋 P5～ P8 の例 )( 石橋跨線橋 )
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